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Thereisan alarming perilin thewakeofpost-
modernabandonmentoftextsfortheories,aperil
from whichIthinkAnglo-Saxonistsshoulddistance
themselvesratherthanembracewiththefashionable
ideologies.（PaulE.SzarmachandJoelT.Rosenthal（eds.）
ThePreservationandTransmissionofAnglo-SaxonCulture,
WesternMichiganUniversity,1997）
以上のような学問が古典文献学以来の本来のフィロロジー
である。それは言語と文学を区別せず，言語を通して過去
の文化を理解しようとする学問である。日本では英語学が
Englishphilologyと呼ばれていた時以来，フィロロジー
は文学と区別され，英語学がEnglishlinguisticsと呼ば
れだすと，フィロロジーは理論的でない古めかしい語学で，
テクストの精読より言語理論を利用したり，コンピュータ
を駆使した研究の方が進んでいると考えられることも少な
くない。確かに理論によって明晰になったり，器械によっ
て多くの資料が簡単に得られることは否定できない。しか
しその結果を利用するには個々の利用者が評価しなければ
ならない。古典文献学はそのようにして，文献の言語を研
究し，その成果を伝えてきた。文献の解釈は人によって異
なることがあり，同一人でも時によって変わることがある。
このような研究がフィロロジーであり，その対象はいわゆ
る文学だけではなく，歴史法律などを含む広いものであ
る。曖昧性も対象になるので，精読が不可欠である。本稿
の始めの方で引用した R.W.チェインバーズの言葉に
・older,broader,andmorecorrectsense・とあるのはこ
のことである。
敵性語として排斥されていた今から70年も前に英語が好
きになり，敗戦後間もなく英詩を知って，英語英文学の研
究を志した私は，一貫してこの道をってきたし，これか
らも続けるつもりである。これができたのは，先生，古今
の研究者，学生たちのお蔭である。私は本務校以外でも東
大文学部（9年），立教大文学部（9年），東京女子大文理学
部（11年），東京教育大文学部，聖心女子大文学部（各1年）
などのほか，最初に採用して下さった学習院大文学部には
非常勤講師として23年間勤めた。それぞれの教室にいろ
いろな大学の熱心な学生や卒業生が出席し，食事を共にし
たりして楽しんだ。そのほか東北大（2回），名大（2回），
京大，静岡大，熊本大，山形大（各1回）で集中講義をし
た。そういう人々が現在活躍しているのは喜ばしいことで
ある。学問はこのようにして継承されて行くのであろう。
過去を振り返ってみて，新たに気付いたこともあり，大変
有難い機会を与えられたことを深く感謝する。
（おの しげる 本学元教授）
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